
2020東京パラリンピック競技大会セーリング競技復活に向けて

去る1月31日、アラブ首長国連邦アブダビにて開催されたIPC理事会に於いて、2020東京パラリン
ピックの競技種目から障害者セーリングが外れることが発表されました。これには海洋国「日本国
民」として、大きな失望と遺憾を感じずにはいられません。
　日本は、欧米に遅れをとること無く「障害者セーリングの普及活動・支援活動・競技活動」を始
めアジアでの先駆者として海と障害者のスポーツの関わりを牽引してきました。
私たちは「アトランタ1996パラリンピック競技大会」出場を契機に海洋設備のバリアフリー化に

よる社会資本の充実、障害者の船舶免許に関する規制を欠格条項の改正により無くし、障害者の海
への社会参加に取り組んで来ました。その結果、日本では海洋スポーツのひとつであるセーリング
競技人口も大幅に増加し、アジアでも「北京2008パラリンピック競技大会」でセーリング競技は採
用されました。
しかし、海洋国「日本」といえど、障害者のための海洋文化成熟への道のりは遠く、その文化を

推進するには障害者スポーツの祭典であるパラリンピックでのセーリング競技開催が不可欠です。
競技開催を逃すことは、海洋環境を通して障害者スポーツの普及の緩行に繋がります。
アジアにおける障害者セーリングのメッカを目指し、2020東京オリンピック・パラリンピック競

技大会セーリング会場施設は設備設計に取り組んでいます。この会場は将来、障害者から健常者ま
で、子供からシニア世代までセーリングを通し、自然環境との触れ合い、世代を超えてのコミュニ
ューケ―ションの場として次世代の育成に必要な施設になります。

そこで私たちは、2020年東京でパラリンピックのセーリング競技の火を消すことなく「競技復
活」を「国際パラリンピック委員会」に求めへ署名いたします。特段のご配慮頂きますようにお願
い申し上げます。
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